
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南知多町学校給食センター 

         令和６年１月 

 新年あけましておめでとうございます。今年も安全でおいしい給食を提供できるよう、南知多給

食センター職員一同努めていきたいと思います。 

さて、１月にはお正月、小正月、鏡開きなど、１年を健康に過ごせるように願いを込められた行

事が数多くあります。中でも給食になじみが深い行事として１月２２日から２６日までの５日間に

「南知多町学校給食週間」があります。今年のテーマは、「食べて知ろう！日本各地の郷土料理」

です。昨今の気候変動や世界情勢の中、海外依存の食の在り方が見直されているところです。食料

自給率の低下なども問題として取り上げられている中で、給食を通して日本の食材や郷土料理に関

心をもってもらいたいと思っています。 
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昭和４０年度の食料消費量 
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 上の図は、過去５４年間の食料消費の変化を示したもの

です。現代では食の欧米化に伴い、米及び野菜の消費量が

減少し、反対に肉類や油脂類の消費量が増加しています。

左の食料自給率のグラフにもある通り、日本の食料は約６

割を外国に頼ることで賄われています。今後輸入が途絶え

たら、食生活にかなり影響がでることが予想されます。 

南知多町の学校給食では生産者を応援するために、使用

する食材の9割以上が国内産です。ご家庭でも、食料自給

率を上げていくために何ができるのか、話題にしてみてく

ださい。 
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解いてみよう！給食クイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 学校給食週間についてのクイズを解いてみてね！ 

Q１．給食が始まったのはいつでしょう？ 

 ア 約３０年前（平成元年） 

 イ 約 75年前（昭和21年） 

 ウ 約 130年前（明治22年） 

 エ 約 160年前（江戸時代） 

＜答え ウ＞ 

明治 22年、山形県のお寺の境内に作られ

た小学校で、生活が苦しく学校に弁当を持

って来られない子どもたちのために、無料

で昼食が作られました。これが後に現代の

給食につなっがています。 

Q２．始まったころの給食はどんな献立でしょ

う？ 

 ア おむすび、漬物、魚の塩焼き 

 イ パンと牛乳 

 ウ 鯨の竜田揚げ 

 エ クジラの竜田揚げ 

＜答え ア＞ 

お坊さんが一軒一軒家を回ってお経を

唱え、もらったお米やお金で作られまし

た。おむすびは麦ごはんで、みそしるも

あったそうです。 

Q３．学校給食週間は何を記念にして定められ

たでしょう？ 

 ア 日本で初めて給食が始まったこと 

 イ 戦後、給食が再開したこと 

 ウ 給食にご飯を出すようなったこと 

 エ クジラの竜田揚げ 

＜答え イ＞ 

戦争で食糧難のため中止されていた給

食は、食べ物の不足を補うために米国か

ら送られてきた小麦粉や脱脂粉乳、缶詰

などで 12 月２４日から再開されまし

た。現代では冬休みなので、翌月の1月

に「学校給食週間」が定められ、記念の

行事をするようになりました。 


